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We surveyed by questionnaire to the heads of institution in Akita who employ our graduate students. We
surveyed our graduates’ abilities, the importance for a particular institution, our educational activities, our
support for students’ job hunting, and reason for employing. 83 needs of institutions responded to our sur‑
vey. The following results were obtained.
1. More than 80% of our graduates found full employment. More than 80% of graduates’ employers were
satisfied with their ability.
2. More than 70% of their employers think that their ability level is high. But about 30% of employers think
that their ability level is rather low or there is dispersion in their ability level. 
3.Less than 30% of the graduates were participating in research activities at their employed institutions.
key words : evaluation who employ our graduate, working institution, graduate’s ability and consciousness


































































































































NA 8 (9.6） 
人(%)
表２－２　卒業⽣の職種（複数回答） n＝204









ケアマネジャー 4(2.0) 7(3.4) 11(5.4)
生活相談員 1(0.5) 4(2.0) 5(2.5) 

















児童指導員 1(0.5) 0(0.0) 2(1.0) 















短期大学の卒業生である 8 (9.6) 
趣味・特技をもっている 4 (4.8) 
資格を豊富に取得している 3 (3.6) 
その他 10 (12.0)
NA 7 (8.4) 
施設数(%) 
表２－１　卒業⽣の雇用形態 n＝204
性別 正規職員 非正規職員 計
男性 26(12.7) 7(3.4) 33(16.2)
女性 146(71.6) 25(12.3) 171(83.8)
















































高いと感じる 20 (24.1 )
どちらかといえば高いと感じる 35 (42.2) 
個人間でばらつきがありどちらともいえない 21 (25.3 )































高いと感じる 20 (24.1 )
どちらかといえば高いと感じる 35 (42.2) 
個人間でばらつきがありどちらともいえない 21 (25.3 )




































認知症高齢者への介護知識・技術 35 (42.2) 
高齢者・障害者の心理についての知
識 30 (36.1) 
利用者との関係形成技術 27 (32.5) 
コミュニケーション技術 26 (31.3) 
日常生活に関する基本的介護技術
(食事･排泄･清潔など) 23 (27.7) 
ケアプランに関する知識・技術 22 (26.5)
医学知識 20 (24.1)
介護保険制度に関する知識 19 (22.9)
利用者の家族への対応方法 18 (21.7)
リハビリテーションの知識・技術 16 (19.3)
人間理解に関する知識 16 (19.3)
リスクマネジメント 16 (19.3)
福祉に関する制度・法律の知識 13 (15.7)
ケアマネジメントに関する知識・技
術 12 (14.5)
ターミナル・ケアに関する知識・技
術 11 (13.3)
レクリエーションの知識・技術 10 (12.0)
相談援助技術 10 (12.0)
職場内での管理能力 8 (9.6)
行事などの企画力 7 (8.4)
生活環境整備に関する知識･技術 6 (7.2)
身体障害者への援助知識・技術 4 (4.8)
精神障害者への援助知識・技術 4 (4.8)
介護指導に関する技術 4 (4.8)
知的障害者への援助知識・技術 3 (3.6)
社会資源に関する知識 3 (3.6)
研究に関する知識 3 (3.6)
視覚障害者への援助知識・技術 2 (2.4)
介護・福祉機器活用に関する知識・
技術 2 (2.4)
栄養に関する知識 2 (2.4)
特にない 2 (2.4)
聴覚障害者への援助知識・技術 1 (1.2)
その他 1 (1.2)
施設数(%) 
表５　卒業⽣にさらに高めて欲しい知識、技術
（複数回答）n＝83
Ⅳ．考察
１．卒業⽣の就業状況について
本学科卒業⽣は、84.3%が正規職員として雇用
されていることがわかった。調査（秋⽥県社会福
祉協議会、2007）によると秋⽥県内の介護関連施
設における正規職員の割合は72.8％で、職員の非
常勤・パート職員化が指摘されているが、表３－
１の卒業⽣の採用理由から本学卒業⽣は介護福祉
⼠の資格を有しているため、正規雇用の割合が⽐
較的高いと考えられる。
２．卒業⽣評価
１）卒業⽣の能⼒と施設での重要度　
就職施設での⼈材ニーズや期待に対する満足
度においては、78.3％の就職施設から満足して
いるとの回答が得られた。
これは本学科が「感性豊かな⼈間性の育成」、
「⾃己研鑽」、「変化する社会、社会福祉制度へ
の対応」、「チームケア」を教育目標とした教育
を行った結果、概ね介護現場のニーズに見合う
⼈材育成を実現できていることへの評価である
と考える。
しかし、「個⼈間でばらつきがあり何ともい
えない」「どちらかといえば応えていない」と
の回答をあわせると14.4％みられた。また、本
学科卒業⽣の能⼒や意識⽔準については66.3％
の施設が高いと感じているが、27.7％はやはり
「個⼈間でのばらつきがありどちらともいえな
い」や「どちらかといえば低いと感じる」と評
価している。
このことについては、在学時に行われる介護
実習は、特別養護⽼⼈ホームや障害者施設、在
宅など特定された狭い範囲で実施されている一
⽅、本学卒業⽣の就職先種別は表１－1で述べ
たように多様であり、就職先種別が実習未経験
であったり、年数の浅い卒業⽣は対応に苦慮し
ているのではないかと予測される。
平成21年度開始の新カリキュラムでは、さま
ざまな種別の介護実習を組み入れることとして
おり、更なる教育の充実に努めたい。また、旧
カリキュラムで入学した現１年次⽣については、
できるだけ多くの種別をイメージできるよう、
「実習指導」の内容を検討する必要がある。
卒業⽣の能⼒では、「基礎的知識や読み書き
等の基礎能⼒を身につけている」「身だしなみ
言葉遣いなど社会常識を身につけている」「専
⾨的知識・技術を身につけている」の項目が⽐
較的高い結果であった。施設では設定した⼤部
分の項目を重要と考えている中で、「身だしな
みや言葉遣いなど社会常識を身につけている」
「仕事上の課題等に積極的に取り組む姿勢を持
っている」が高い結果を示していた。身だしな
み、言葉遣いなど社会常識は介護専⾨職として
の能⼒とともに、ひとりの⾃⽴した社会⼈であ
ることが求められていることを示している。今
後、講義や演習、ゼミナール、実習など、教員
や実習現場の指導者や職員などとの関わりを通
して身につけていけるようさらに個別指導を充
実したい。
卒業⽣に不足している能⼒として「職場でリ
ーダーシップを発揮したり、指導⼒がある」と
いう項目が挙げられた。卒業⽣の中には事業を
⽴ち上げた⼈や、実習指導を担当する⼈がいる。
しかし、全体的には図２が示すように不足して
いる能⼒といわざるを得ない。経験年数ごとの
調査をすることでその要因が明らかになると考
えられる。学⽣時代から、様々な機会を設け、
リーダーシップを発揮できる学⽣の育成に努め
るとともに、卒業後も成⾧していけるように就
職施設と連携し支援していく必要がある。
また、「多様な能⼒・特技を持っている」、
「ＩＴ（情報技術）の知識やスキルを身に付け
ている」の２項目が低かったが、ＩＴ（情報技
術）に関する能⼒においては、平成19年厚⽣労
働省から「『医療・健康・介護・福祉分野の情
報化ガイドライン』について」が示され（厚⽣
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表６　介護福祉⼠としての必要な資質（複数回答）n＝68
利用者を理解する態度をもっていること 42(50.6)
適切な観察力と判断力があること 32(38.6)
介護の仕事が好きであること 32(38.6)
人間尊重の価値観をもっていること 30(36.1)
健康であること 22(26.5)
協調性があること 22(26.5)
やさしい気持ちをもっていること 20(24.1)
責任感が強いこと 12(14.5)
実践力があること 8(9.6)
研究心や向上心に富んでいること 8(9.6)
忍耐力があり、根気強いこと 8(9.6)
明朗活発であること 7(8.4)
社会的経験が豊かなこと 3(3.6)
その他 3(3.6)
施設数(%) 
労働省、2007）、介護・福祉分野においてもＩ
Ｔ化が進められていくことが決定している。今
後は施設での重要性も増していくと予想され、
本学においても引き続き⼒を入れて行きたいと
考える。
平成21年度から新カリキュラムがスタートし、
平成25年１⽉にはいよいよ国家試験が導入され
る。そして、資格取得時の到達目標として具体
的に11項目が示された。養成校としてはこの資
格取得時の到達目標が卒業時到達目標ともいえ
る。個⼈間のばらつきをできるだけ少なくし、
全員がこの目標に到達できるように、学⽣一⼈
ひとりにあったきめ細かな関わりが必要と考え
る。
２）卒業⽣の研究への参加、能⼒、重要度について
本学科では、教育目標の一つとして「介護福
祉の本質を追究し、その向上・発展に貢献でき
る⼈材の育成」を掲げている。そのため研究的
な態度を養うことが必要と捉え、本学科では２
年次にゼミナールを開講している。ゼミナール
では学⽣が⾃ら研究テーマを設定し、関連する
⽂献の収集、読解を始めとした⾃主的な研究活
動を行い、研究成果は論⽂にまとめ、さらに発
表会を開催している。
今回の調査においては、こうした教育の成果
に対する評価を得るべく、「研究に関する能⼒」
として図４に示す６項目を設定し、それぞれに
ついての卒業⽣の能⼒を尋ねた。卒業⽣の研究
能⼒については、「⾃己課題、興味を明確に出
来る」の評価が最も高く、次いで「検討過程、
考察結果を報告書にまとめることができる」
「研究成果を分かりやすく発表できる」「⾃主的
に調査研究活動に取り組める」で高い評価を得
ることができた。これは在学中に培った研究的
態度が介護福祉⼠としての研究活動に活かされ
ており、特に課題・興味の明確化や研究成果の
まとめ・発表において能⼒が発揮できている卒
業⽣が多いものと読み取れる。
一⽅、最も評価が低かった項目は「⽂献を深
く読解できる」であった。このことについては、
近年の学⽣に見られる学習⽅法の特徴が影響し
ているのではないかと考える。近年の学⽣は、
ゼミナールを含めた学習活動全体において、イ
ンターネットでのキーワード検索を多用する傾
向にあると考える。こうした⽅法では、⽂献を
十分に読み込まずして必要な情報が入⼿できる
ため、⽂献読解能⼒涵養の妨げとなることが考
えられる。読解能⼒の低さは、研究活動のみな
らず、チームワークを基本とする介護現場にお
いては種々の記録読解や記録作成、他者とのコ
ミュニケーションにも影響することが危惧され
る。このことを踏まえ、今後の教育において、
⾃ら書籍や論⽂を読み込む中から必要な情報を
探し出したり、⽂献の主旨を解釈するといった
体験の機会を作るなど、改善策を検討していく
必要があると考える。新カリキュラムでは、研
究に関する基礎的な知識をつけるよう研究概説
を開設した。
研究能⼒に関する施設側での重要度について
は、「重視している」との回答が最も多かった
項目は「研究成果を分かりやすく発表できる」、
次いで「検討過程、考察結果を報告書にまとめ
ることができる」「⾃己課題、興味を明確にで
きる」であった。これらの項目については卒業
⽣の研究能⼒についても⽐較的高い評価を得て
おり、施設側の期待と卒業⽣の研究能⼒が適合
している傾向にあると言える。
しかしながら、研究への参加状況について見
ると、卒業⽣が研究活動に「参加している」が
24施設（28.9％）、「参加していない」が47施設
（56.6％）であり、研究活動への参加率は３割
に満たないことが明らかとなった。
介護福祉⼠が専⾨職として成⾧していくため
には研究的活動が重要と考えられる。参加率が
低いことについては今後の課題であると考える。
在学中のゼミナールを通した研究活動が卒業後
の実践に結びつき、研究活動への参加率が向上
するよう、今後も研究的態度の育成に向けてゼ
ミナールの内容を充実させていく必要があると
考える。
３．卒業⽣への期待
１）卒業⽣に今後高めて欲しい知識、技術
最も回答の多かった項目は「認知症高齢者へ
の介護知識・技術」であった。回答施設の８割
以上を占める高齢者介護施設では認知症介護に
ついての知識・技術を身につけることは必要不
可欠であることがうかがえる。
次に高かった項目の「高齢者・障害者の心理
についての知識」や「利用者との関係形成技術」、
「コミュニケーション技術」からは、施設⾧が
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利用者との関係作りを重視していることが伺え
る。
「認知症高齢者への介護知識・技能」につい
ては高橋らの研究においても同様に高い傾向で
あった（高橋ら、2008）。
今後は、認知症高齢者の割合が急増していく
ことが予測されており（厚⽣労働省、2008）認
知症に対する専⾨的なケアを実践できる介護職
への期待が高いことが伺える。この分野につい
ての学習は新カリキュラムにおいても時間数が
増えることとなっており、本学においても⼒を
入れるべき分野のひとつであると考えられる。
２）介護福祉⼠として必要な資質
必要とされる資質では、「利用者を理解する
態度をもっていること」「適切な観察⼒と判断
⼒があること」「介護の仕事が好きであること」
「⼈間尊重の価値観をもっていること」が上位
を占めた。
高橋らの研究においても卒業⽣に同様の質問
を行ったところ、「適切な観察⼒と判断⼒があ
ること」、「利用者を理解する態度をもっている
こと」、「⼈間尊重の価値観を持っていること」、
「介護の仕事が好きであること」が上位を占め
た（高橋ら、2008）。今回の施設⾧を対象とし
た調査においても、同様の傾向にあることが明
らかとなった。これらの資質は、利用者一⼈ひ
とりの⽣活や⼈間性を尊重し、個に適した介護
を展開していく上での基盤となり対⼈援助職に
求められる専⾨的資質であると考えられ、今後
の教育の中で育てていきたいと考える。
V．結論
本学科卒業⽣の就職施設を対象とした調査から
以下のことが明らかとなった。
１．就業状況
本研究に協⼒頂いた県下185施設のうち83施
設において、本学科卒業⽣は84.3％が正規職員
として雇用されていた。また、89.7%が介護福
祉⼠や介護職員、介護員として勤務していた。
これまでの採用理由としては、「介護福祉⼠
の資格を取得している」ということを挙げた施
設が最も多かった。
２．卒業⽣評価
１）卒業⽣の能⼒
卒業⽣を採用しての満足度では、78.3％の施
設において満足しているとの回答を得た。卒業
⽣の能⼒⽔準においては66.3％の施設が高いと
感じていた。
卒業⽣の能⼒としては「基礎的知識や読み書
きなどの基礎能⼒を身に付けている」「身だし
なみや言葉遣いなど社会樹脂気を身につけてい
る」が高かった。「職場でのリーダーシップを
発揮したり、指導⼒がある」の評価が低かった。
施設での重要度においては「身だしなみや言
葉遣いなど社会常識を身につけている」がもっ
とも高く、「多様な能⼒・特技を持っている」
がもっとも低かった。
施設での重要度と卒業⽣の身に付けている能
⼒は、ほぼ共通していた。
２）本学科卒業⽣の研究能⼒と施設での重要度
卒業⽣は28.9％が施設での研究に参加してい
た。研究に関する卒業⽣の能⼒評価においては
「⾃己課題を明確に出来る」能⼒がもっとも高
かった。また、施設において重要とする研究能
⼒は「研究成果を分かりやすく発表できる」能
⼒、ついで「検討過程・考察結果を報告書にま
とめることができる」能⼒が高かった。
３．卒業⽣への期待
１）今後高めて欲しい知識、技術
「認知症高齢者への介護知識・技能」が最も
高く、ついで「高齢者・障害者の心理について
の知識」、「利用者との関係形成技術」が求めら
れていた。
２）介護福祉⼠として必要な資質
「利用者を理解する態度をもっていること」
が最も高く、ついで「適切な観察⼒と判断⼒が
あること」と「介護の仕事が好きであること」、
「⼈間尊重の価値観をもっていること」が重要
視されていた。
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